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日商２級セミナー
～連結会計の基本を再確認～

連結会計の基本部分を解説

【対象者】

◆ 日商２級の『連結決算』以外の学習を終わらせた方

【内容】

▼ 連結決算とは？

▼ 支配獲得時、支配獲得後１期目の連結修正仕訳

▼ Q&A（本日の範囲でお願いします）
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◆直前期をむかえた皆様へアドバイス

① ２級の学習範囲を理解できていますか？

② 本試験の出題傾向を把握しましょう！

90分の時間内で解答することを意識しましょう！

③ 苦手としている論点をなくすように心がけましょう！

④ 「工業簿記」（第4問・第5問）は基本をしっかり理解

していれば高得点をねらえます！

⑤ 「商業簿記」（第2問・第3問）は、時間を多く要します。

第2問では、連結会計が出題されることがあります！

第3問の損益計算書作成・貸借対照表作成では、演習を積む

ことが大切です。



日商簿記２級の本試験について

【商業簿記】

第１問 （２０点） 仕訳問題 （＠４点×５題）

第２問 （２０点） 連結会計 ・ 個別論点

第３問 （２０点） 個別決算 ・ 本支店会計

【工業簿記】

第４問 問１ （１２点） 仕訳問題

問２ （１６点） 個別原価計算，総合原価計算

第５問 （１２点） 標準原価計算，直接原価計算・CVP分析

論点毎の 期中仕訳 ～ 決算整理仕訳
（複数会計期間にわたることもあり）

一つの会社の決算。 会社の集団（グループ）での
決算は 第２問 “連結会計”

費目別、個別・総合原価計算、標準原価計算、
本社工場会計 など



会社は個別の会社ごとに財務諸表を作成しなければならない。

支配従属の関係にある会社は、更に連結財務諸表を作成しなければならない。

連結財務諸表の作成方法

Ａ（株） Ｂ（株）

A （株）
個別財務諸表

Ｂ （株）
個別財務諸表

A㈱グループ
連結財務諸表

個別財務諸表を
【合算】＆【修正】
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A 株式会社

D 株式会社
C 株式会社

B 株式会社

A 株式会社
グループ

A 株式会社
財務諸表

B 株式会社
財務諸表 C 株式会社

財務諸表

D 株式会社
財務諸表

A 株式会社
グループ

連結財務諸表親会社

子会社 子会社子会社

支 配

連結財務諸表の作成方法

従 属

対象となる会社
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P 株式会社
グループ 連結貸借対照表

のみ作成

S 株式会社

S㈱
貸借対照表

P 株式会社

P ㈱
貸借対照表

支配する側 ＝
親会社

S㈱株券
発行済みの

50%超

S㈱株券の
対価

支配される側
＝ 子会社

支配獲得日（支配従属関係の成立日）連結財務諸表の作成方法

S㈱株券
＝子会社株式a/c

S㈱株券の発行
＝資本金

作成方法

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社



P株式会社

P ㈱
貸借対照表

支配獲得日（支配従属関係の成立日）連結財務諸表の作成方法

現金 １００ 資本金 １００

P社 B/S

１
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S 株式会社

S ㈱
貸借対照表

P株式会社

P ㈱
貸借対照表

支配獲得日（支配従属関係の成立日）・・・【例】完全子会社の設立連結財務諸表の作成方法

S社株式 50

現金 50

S社 B/S

現金 (+)50
現金 １００ 資本金 １００

P社 B/S

現金 △50

S社(子会社)株式
(+)50

S社株式(資本金)
(+)50

１－1
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S 株式会社

S ㈱
貸借対照表

P 株式会社

P ㈱
貸借対照表

支配獲得日（支配従属関係の成立日）・・・連結B/Sのみ作成連結財務諸表の作成方法

S社株式 50

現金 50

S社 B/S

現金 (+)50
S社株式(資本金)

(+)50

現金 １００ 資本金 １００

P社 B/S

現金 △50

S社(子会社)株式
(+)50

P社 B/S   (+)  S社 B/S

現金 １００ 資本金 １００

現金 △50

S社(子会社)株式
(+)50

現金 (+)50
S社株式(資本金)

(+)50

単純合算

２

P ㈱
貸借対照表

S ㈱
貸借対照表
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支配獲得日（支配従属関係の成立日）連結財務諸表の作成方法

S 株式会社

S ㈱
貸借対照表

P 株式会社

P ㈱
貸借対照表

S社株式 50

現金 50

S社 B/S

現金 (+)50
S社株式(資本金)

(+)50

現金 １００ 資本金 １００

P社 B/S

現金 △50

S社(子会社)株式
(+)50

P社 B/S   (+)  S社 B/S

現金 １００ 資本金 １００

現金 △50

S社(子会社)株式
(+)50

現金 (+)50
S社 (資本金)

(+)50

単純合算

つまりこの場合は元々の P社 のみ

連結財務諸表は
もし一つの会社の報告書
だったら、という意味

現金 １００ 資本金 １００

P社 B/S

３
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支配獲得日（支配従属関係の成立日）連結財務諸表の作成方法

S社 B/S

現金 (+)50
S社 (資本金)

(+)50

現金 １００ 資本金 １００

P社 B/S

現金 △50

S社(子会社)株式
(+)50

P社 B/S   (+)  S社 B/S

現金 ５０ 資本金 １００

S社(子会社)株式
(+)50

現金 50
S社 (資本金)

(+)50

単純合算

つまりこの場合は元々のP社のみ

もし一つの会社だったら

現金 １００ 資本金 １００

P社 B/S

一つの会社（元々の P社 のみ）になるように修正する仕訳 が必要 ＝ 連結修正仕訳

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社
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支配獲得日（支配従属関係の成立日）連結財務諸表の作成方法

P社 B/S   (+)  S社 B/S

現金 ５０ 資本金 １００

P社(子会社)株式
(+)50

現金 50
S社 (資本金)

(+)50

つまりこの場合は元々の P社のみ

もし一つの会社だったら

現金 １００ 資本金 １００

Ａ社 B/S

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

Ｓ社 （資本金） ５０ Ｓ社（子会社）株式 ５０

Ｐ社が持っている【投資】Ｓ社の【資本】 と の 相殺消去

一つの会社（元々の P社 のみ）になるように修正する仕訳 が必要 ＝ 連結修正仕訳
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支配獲得日（支配従属関係の成立日）連結財務諸表の作成方法

Ｐ社 B/S   (+)  Ｓ社 B/S

現金 ５０ 資本金 １００

Ｓ社(子会社)株式
(+)50

現金 50
Ｓ社 (資本金)

(+)50

連結修正仕訳

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

Ｓ社 （資本金） ５０ Ｓ社（子会社）株式 ５０

∴支配獲得日の連結修正仕訳：投資と資本の相殺仕訳

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 ５０ 子会社株式 ５０

現金 １００ 資本金１００

【連結貸借対照表】

Ｐ社 B/S と同じ内容の

Ｐ社が持っている【投資】Ｓ社の【資本】 と の 相殺消去

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社
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支配獲得後１期目連結財務諸表の作成方法７

支配獲得日 支配獲得後１期目

X1/3/31 X２/3/31

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 ５０ 子会社株式 ５０

連結修正仕訳

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 ５０ 子会社株式 ５０

開始仕訳

引き継ぐ

連結修正仕訳を行う【仕訳帳が無い】ため
『連結精算表』上で行っている仕訳

連結修正仕訳を行う仕訳帳が無いため
翌年も同じ仕訳を行わなければならない

＝『開始仕訳』

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社



完全子会社ではない場合＝親会社以外の株主（非支配株主）がいる場合

P社はX1年3月31日に、Ｓ社の発行済議決権株式の８０%を100,000円で取得し、支配を獲得した。

支配獲得日におけるＰ社及びＳ社の資本は次の通りである。

【Ｓ社資本】資本金 50,000円、資本剰余金 25,000円、利益剰余金 25,000円

よって、X1年3月31日における連結貸借対照表を作成するための連結修正仕訳を示しなさい。

資 本 金

資本剰余金

利益剰余金

合 計

50,000円

25,000円

25,000円

100,000円

【Ｓ社資本】

1
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S 株式会社

Ｓ ㈱
貸借対照表

Ｐ株式会社

Ｐ ㈱
貸借対照表

親会社
＝Ｓ社を支配して
いる株主 S㈱ 株券

発行済みの８０%

S㈱ 株券の対価
100,000円

子会社
S㈱株券

発行済みの２０%
Ｐ社(親会社)

以外の株主

＝非支配株主

連結貸借対照表
Ｐ 株式会社
グループ

S㈱株券の対価

完全子会社ではない場合

資 本 金

資本剰余金

利益剰余金

合 計

50,000円

25,000円

25,000円

100,000円

2

Ｐ(株)グループ
以外の株主
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S 株式会社Ｐ株式会社

S㈱株券
発行済みの８０%

S㈱株券の対価
100,000円

Ｓ㈱ 株券
発行済みの２０%

Ｐ社(親会社)

以外の株主

＝非支配株主

連結貸借対照表
Ｐ 株式会社
グループ

Ｓ㈱ 株券の対価

完全子会社ではない場合

80%
80,000

２０％
20,000

S㈱ 資本
合計 100,000円

資 本 金
資本剰余金
利益剰余金
合 計

50,000円
25,000円
25,000円

100,000円

P㈱の持ち分 非支配株主の持ち分

3
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完全子会社ではない場合

S 株式会社Ｐ株式会社

S㈱ 株券
発行済みの８０%

S㈱ 株券の対価
100,000円

Ｓ㈱ 株券
発行済みの２０%

Ｐ社(親会社)
以外の株主
＝非支配株主

連結貸借対照表
Ｐ 株式会社
グループ

Ｓ㈱ 株券の対価

資 本 金
資本剰余金
利益剰余金
合 計

50,000円
25,000円
25,000円

100,000円

80%
80,000

２０％
20,000

S㈱ 資本
合計 100,000円

P㈱ の持ち分 非 支 配 株 主
の 持 ち 分

3－１

（親会社の）投資と
（子会社の）資本の

相殺仕訳 （子会社の）資本の
『非支配株主持分』への振替仕訳
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完全子会社ではない場合

資 本 金
資本剰余金
利益剰余金
合 計

50,000円
25,000円
25,000円

100,000円

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 40,000 子会社株式 100,000

資本剰余金 20,000

利益剰余金 20,000

のれん 20,000

3－2

S㈱ 資本

【１】（親会社の）投資と

（子会社の）資本の

相殺仕訳

【２】（子会社の）資本から

『非支配株主持分』への

振替仕訳

【１】(親会社の)投資と (子会社の)資本の
相殺仕訳（80％）・・・差額が【のれん】

【２】（子会社の）資本から
『非支配株主持分』への
振替仕訳(20%）

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 10,000 非支配株主持分 20,000

資本剰余金 5,000

利益剰余金 5,000

×80％ ×20％
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完全子会社ではない場合

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 40,000 子会社株式 100,000

資本剰余金 20,000

利益剰余金 20,000

のれん 20,000

3－3

（親会社の）投資と （子会社の）資本の
相殺仕訳（80％）・・・差額が【のれん】

（子会社の）資本の
『非支配株主持分』への

振替仕訳(20%）

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 10,000 非支配株主持分 20,000

資本剰余金 5,000

利益剰余金 5,000

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 50,000 子会社株式 100,000

資本剰余金 25,000 非支配株主持分 20,000

利益剰余金 25,000

のれん 20,000

資 本 金
資本剰余金
利益剰余金
合 計

50,000円
25,000円
25,000円

100,000円

S㈱ 資本

まとめて仕訳
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完全子会社ではない場合3－3

(親会社の)投資と （子会社の）資本の
相殺仕訳（80％）・・・差額が【のれん】

（子会社の）資本の
『非支配株主持分』への

振替仕訳(20%）

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 50,000 子会社株式 100,000

資本剰余金 25,000 非支配株主持分 20,000

利益剰余金 25,000

のれん 20,000

P社はX1年3月31日に、Ｓ社の発行済議決権株式の８０%を100,000円で取得し、支配を獲得した。

支配獲得日におけるＰ社及びＳ社の資本は次の通りである。

【Ｓ社資本】資本金 50,000円、資本剰余金 25,000円、利益剰余金 25,000円

よって、X1年3月31日における連結貸借対照表を作成するための連結修正仕訳を示しなさい。

【連結修正仕訳】

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社
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支配獲得後１期目連結財務諸表の作成方法

P社はX1年3月31日に、Ｓ社の発行済議決権株式の８０%を100,000円で取得し、支配を獲得した。

支配獲得日におけるＰ社及びＳ社の資本は次の通りである。

【Ｓ社資本】資本金 50,000円、資本剰余金 25,000円、利益剰余金 25,000円

なお、のれんは１０年で均等償却する。

よって、当期（X1年4月1日からX2年3月31日）における連結修正仕訳を示しなさい。

なお、当期における上記以外の項目は次のとおりである。

《当期純利益》 P社 20,000円 S社 10,000円

《受取配当金》 P社 4,000円 S社 0円

[Ｓ社は当期において、5,000円の配当を行っている。]

【 X2年3月31日Ｓ社資本】資本金 50,000円、資本剰余金 25,000円、利益剰余金 30,000円

4
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支配獲得後１期目連結財務諸表の作成方法

支配獲得後１期目支配獲得日

X1/3/31 X２/3/31

連結修正仕訳 開始仕訳

引き継ぐ

連結修正仕訳を行う【仕訳帳が無い】ため
『連結精算表』上で行っている仕訳

連結修正仕訳を行う仕訳帳が無いため
翌年も同じ仕訳を行わなければならない

＝『開始仕訳』

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 50,000 子会社株式 100,000

資本剰余金 25,000 非支配株主持分 20,000

利益剰余金 25,000

のれん 20,000

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 50,000 子会社株式 100,000

資本剰余金 25,000 非支配株主持分 20,000

利益剰余金 25,000

のれん 20,000

4－1

【1】開始仕訳
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支配獲得後１期目連結財務諸表の作成方法4－2

【2】期中仕訳 （１）のれんの償却

（２）子会社の当期純利益の内、非支配株主持分を振り替え

（３）子会社が行った配当の修正

（１）のれんの償却

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

のれん償却 の れ ん

（３）子会社が行った配当の修正

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

受取配当金 利益剰余金

非支配株主持分

（２）子会社の当期純利益の内、非支配株主持分を振り替え

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

非支配株主に帰属
する当期純利益

非支配株主持分

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社



支配獲得後１期目連結財務諸表の作成方法4－2

【2】期中仕訳 （１）のれんの償却 （２）子会社の当期純利益の内、非支配株主持分を振り替え

（３）子会社が行った配当の修正

支配獲得後１期目

X２/3/31

開始仕訳

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

資 本 金 50,000 子会社株式 100,000

資本剰余金 25,000 非支配株主持分 20,000

利益剰余金 25,000

のれん 20,000

期中仕訳

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

のれん償却 2,000 の れ ん 2,000

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

受取配当金 利益剰余金

非支配株主持分

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

非支配株主に帰属
する当期純利益

非支配株主持分

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社



支配獲得後１期目連結財務諸表の作成方法4－2

【2】期中仕訳 （１）のれんの償却 （２）子会社の当期純利益の内、非支配株主持分を振り替え

（３）子会社が行った配当の修正

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

のれん償却 2,000 の れ ん 2,000

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

非支配株主に帰属
する当期純利益

2,000 非支配株主持分 2,000

（１）のれんの償却

償却額＝20,000÷10年＝2,000

（２）子会社の当期純利益の内、非支配株主持分を振り替え

振替額＝10,000（子会社の当期純利益）×20％（非支配株主持分）＝2,000

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社



支配獲得後１期目連結財務諸表の作成方法4－2

【2】期中仕訳 （１）のれんの償却（２）子会社の当期純利益の内、非支配株主持分を振り替え

（３）子会社が行った配当の修正

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

受取配当金 4,000 利益剰余金 5,000

非支配株主持分 1,000

（３）子会社が行った配当の修正

[Ｓ社は当期において、5,000円の配当を
行っている。] という資料より

[Ｓ社は当期において、5,000円の配当を行っている。]
という資料より、非支配株主持分である20％
5,000円×20％＝1,000円

[Ｓ社は当期において、5,000円の配当を行っている。]
という資料より、親会社の持分である80％
5,000円×80％＝4,000円

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社



4－2

借方科目 金 額 貸方科目 金 額

非支配株主に帰属する当期純利益 2,000 非支配株主持分 2,000

（２）子会社（S社）の当期純利益の内、非支配株主持分を振り替え

振替額＝10,000（子会社・S社の当期純利益）×20％（非支配株主持分）＝2,000

解 説

Ｓ社 資本

２０％P社の出資分 ８０％
非支配株主の

出資分

Ｓ社 当期純利益（10,000）

２０％
(2,000)

８０％（8,000）P社の出資分
非支配株主の

出資分

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社



科 目
個別財務諸表 修正消去

連結財務諸表
Ｐ 社 Ｓ 社 借 方 貸 方

貸借対照表 連結貸借対照表

：

：非支配株主持分

損益計算書 連結損益計算書

：

：

当期純利益 20,000 10,000 ３0，０００

非支配株主に帰属する
当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

非支配株主に帰属する当期純利益：Ｓ社「当期純利益」 10,000円×２０％＝

連結精算表 一部

2,000 2,000

2,000

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社

8,000

2,000



https://www.tac-school.co.jp/kouza_boki/boki_crs_chokuzen.html

ＴＡＣ日商簿記２級直前対策

禁無断転載・無断引用 TAC 株式会社

https://youtu.be/_wng9p0LlEA

TAC「日商簿記２級受験生必見！試験前30日間にやってほしいこと」（動画）

https://youtu.be/Aapcq7JSbYc



事務局よりご案内

予約優先制・個別受講相談 【参加無料】

★ TAC 個別受講相談予約（西日本地区） サイト
https://www.tac-school.co.jp/west/soudan.html

https://www.tac-school.co.jp/west/soudan.html


https://www.tac-school.co.jp/


弁理士

自分にピッタリな資格を見つけよ
う！

https://www.tac-school.co.jp/pittari.html


関連サイトのご案内❣

★ TAC 簿記検定 直前対策 サイト
https://www.tac-school.co.jp/kouza_boki/boki_crs_chokuzen.html

★TAC 簿記検定 開講講座一覧サイト
https://www.tac-school.co.jp/kouza_boki/boki_crs_idx.html

★TAC セミナー/講座説明会/体験入学 案内サイト
https://www.tac-school.co.jp/guidance.html

★TAC 検定・資格＆仕事紹介セミナー 案内サイト
https://www.tac-school.co.jp/west/s.html

★TAC 「見つけよう！自分にぴったりの資格」サイト
https://www.tac-school.co.jp/pittari.html

https://www.tac-school.co.jp/kouza_boki/boki_crs_chokuzen.html
https://www.tac-school.co.jp/kouza_boki/boki_crs_idx.html
https://www.tac-school.co.jp/guidance.html
https://www.tac-school.co.jp/west/s.html
https://www.tac-school.co.jp/pittari.html

